京大21世紀COE「物理学の多様性と普遍性の探求拠点」

第５回 市民講座「宇宙と物質の神秘に迫る ～物理科学最前線～」

日時： 2007年9月30日(日) 午後１時－５時

会場： 京都大学百周年時計台記念館(大ホール)

主催： 京大21世紀COE「物理学の多様性と普遍性の探求拠点」

後援： 京都新聞社、物理教育学会、天文教育普及研究会、
京都府教育委員会、京都市教育委員会
世話人：

太田耕司 (京大理・宇宙物理学教室准教授)、国友浩 (京大基礎物理学研究所准教授)、
柴田一成 (京大理・附属天文台教授)、田中耕一郎(京大理・物理学第一教室教授)、犬塚修一郎 (京大理・物理学第二教室准教授)、野村正(京大理・物理学第二教室助教)　

講演プログラム：

特集テーマ「物理科学のこれから」

1:00-1:05  司会あいさつ　柴田一成(京大理・附属天文台・教授)

1:05-1:15  COEリーダーあいさつ  小山勝二 （京大理・物理学第二教室・教授)

1:15-2:05　講演１　田中耕一郎 (京大理・物理学第一教室・教授)

            　　 「光で物質をあやつる」

2:05-2:20  質疑応答（15分）

2:20-2:30  休憩（10分）

2:30-3:20  講演２　長田哲也 (京大理・宇宙物理学教室・教授）
　　　「赤外線で見通す銀河系--木も森もみたい--」
3:20-3:35  質疑応答 （15分）

3:35-3:45  休憩（10分）

3:45-4:35  講演３　國廣悌二 (京大理・基礎物理学研究所・教授)

 　　　　　　　「素粒子の「溶ける」話　--超高温・高密度の世界の探求--」

4:35-4:50　質疑応答（15分）

4:50-5:00  市民講座全般にわたる質疑応答（10分）

5:00　　　 閉会

5:30-6:30  茶話会（講師の先生方と懇談する会）　　会費（お茶菓子実費）500円
